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第９回足利市農業委員会議事録 

 

足利市農業委員会会長 長谷川良光は、令和３年２月２５日、午前９時３０分、農業委

員を足利市役所に召集し、第９回足利市農業委員会を開催した。 

 

１ 出席した委員は、次のとおりである。 

議席

番号 
氏  名 

議席

番号 
氏  名 

議席

番号 
氏  名 

  １ 小山 勉   ２ 桐生さとみ   ３ 石𣘺孝雄 

  ４ 藤生正浩   ５ 清水 茂   ６ 岡村奏一 

  ７ 本島一喜   ８ 柏瀬正雄  ９ 三田照子 

１０ 星野雅彦 １１ 森山正和 １２ 河内義昭 

１３ 長谷川良光 １４ 赤坂安一 １５ 遠藤茂太 

 

１ 出席した農地利用最適化推進委員は次のとおりである。 

青木芳光、長竹武男、鴇田忠夫、岩本仙太郎、本嶋ミチ子、嶋田重雄、関口孝雄、 

入江泰三、湯澤 有、萩原晴夫、齋藤 幹、沖山匡弘、山根常夫、平塚和弘、 

石川弘幸、小林重雄 

１ 出席した職員は、次のとおりである。 

局長 荻原淳志、次長 川田和之、主幹 日下部 純、主査 齋藤玲子 

１ 書記は、次のとおりである。 

主査 本田未央子 

１ 会議事件は、次のとおりである。 

(議事日程のとおり) 

１ 会議の概要は次のとおりである。 

局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告いたします。ただいまの出席委員は１５名であります。 

推進委員の出席は１６名であります。 

なお、推進委員の皆さんは農業委員会等に関する法律第２９条により、担当

地区の農地等の最適化の推進について意見を述べることができます。 

本日の議事日程について報告いたします。 

日程第１ 議事録署名委員の決定について 

日程第２ 農地法第４条及び第５条の規定による届出に係る事務局長専決 

処理について 

日程第３ 議案第１号から議案第５号について 

議案第１号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について 

議案第２号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

議案第３号 農地所有適格法人の承認について 
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会長 

 

 

会長 

 

 

 

会長 

 

 

 

会長 

 

 

主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

会長 

 

 

 

 

主査 

 

 

議案第４号 農用地利用集積計画の決定について 

議案第５号 農用地利用配分計画（案）の承認について 

以上であります。 

ただいま局長から報告のあったとおり、出席委員１５名で定足数に達して

おりますので、これより第９回足利市農業委員会総会を開会いたします。 

【午前９時４０分 開会】 

それでは日程に入ります。 

日程第１ 議事録署名委員の決定についてを議題といたします。 

議事録署名委員は、議長において指名することにご異議ございませんか。 

【異議なし】 

異議なしと認め、よって議事録署名委員は議長において指名いたします。 

２番 桐生委員、１４番 赤坂委員を指名いたします。 

ご異議ございませんか。 

【異議なし】 

異議なしと認め、議事録署名委員は両名と決定いたしました。 

続いて日程第２ 農地法第４条及び第５条の規定による届出に係る事務局

長専決処理について、事務局からの報告を求めます。 

議案書の１ページをお開き下さい。 

農地法第４条及び第５条の規定による届出に係る事務局長専決処理につい

て、ご報告させていただきます。それでは１ページの総括表に基づきましてご

報告いたします。 

まず始めに、農地法第４条の届出ですが、件数が５件、筆数が５筆、面積が

７８１㎡となっております。続きまして、農地法第５条の届出ですが、件数が

２８件、筆数が３６筆、面積が９，４７７．１７㎡となっております。合計い

たしまして件数が３３件、筆数が４１筆、面積が１０，２５８．１７㎡となっ

ております。 

また、詳細につきましては、第４条の届出が２ページに、第５条の届出が３

ページから８ページに記載されております。 

以上報告いたします。 

ただいま、事務局から報告致しましたが、ご質問はございませんか。 

【質問なし】 

それでは、専決処理についてご了承願います。 

続いて日程第３に入ります。 

議案第１号 農地法第４条第１項の規定による許可申請についてを議題と

いたします。 

事務局の説明を求めます。 

議案第１号、農地法第４条第１項の規定による許可申請について、ご説明い

たします。 

今月の４条申請は１件です。１番、申請地は菅田町地内の田、１８㎡ほか１
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会長 

 

７番 

 

主査 

 

 

会長 

 

会長 

 

会長 

 

 

 

主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筆、計３６㎡です。施設の概要は農業用通路で、自己農地へ進入する法定外道

路が狭いため、巾を広げたいというものです。申請理由は記載のとおりで、農

地区分は第２種農地です。なお、他法令の確認内容等については、備考欄に記

載しております。コロナ禍で県内に感染厳重注意が発令されている中でもあ

りますので、備考欄の読み上げは割愛させていただきます。ご了承ください。 

では、議案書の２９ページをご覧ください。１番の調査書となっておりま

す。調査書は各項目とも適正なものと判断されております。２月１２日に行っ

た事前調査時の現地の様子はご覧のとおりで、すでに砂利が敷かれており、是

正の申請となります。なお、備考にもありますが、議案第２号３番、４番と関

連し、当該申請地の隣接農地において、一般住宅を目的とした申請が上がって

おります。（モニター画面に投影） 

以上、よろしくご審議をお願いいたします。 

本件について、意見を求めます。 

７番本島委員。 

７番本島です。北側については既に砂利が敷かれていますが、どのように理

解したら良いのか。 

既に砂利で埋められた状態ではありますが、許可後も道路として使われる

こともあり、現状復旧までは求めません。違反転用となりますので、顛末書を

提出していただいております。 

ほかに意見はございませんか。 

【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【異議なし】 

異議なしと認め、議案第１号はそのように決定いたしました。 

続いて議案第２号 農地法第５条第１項の規定による許可申請についてを

議題といたします。 

事務局の説明を求めます。 

議案第２号、農地法第５条第１項の規定による許可申請について、ご説明い

たします。 

２月の申請件数は１６件、うち太陽光１０件、一般住宅３件、一般住宅敷地

拡張１件、駐車場１件、進入路１件となりました。それでは説明に入ります。 

１番、申請地は名草中町地内の田、１９１㎡ほか３筆、計１，６０４㎡です。

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光発電パネル３６０枚を６０１．２

㎡に設置するものです。申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の

売買、農地区分は第２種農地です。 

では、議案書の３０ページをご覧ください。１番の調査書となっておりま

す。調査書は各項目とも適正なものと判断されております。また、実情調査報

告書が３１ページから３９ページに載せてありますので、ご覧ください。 

また、事務局による事前調査を２月１２日に実施しており、その時の写真は
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ご覧のとおりです。（モニター画面に投影） 

なお、１番のほか６番から１１番までの７件が隣接する農地となっており、

転用目的及び譲受人が同一となっています。 

では、議案書１０ページにお戻りください。 

２番、申請地は松田町地内の田、６７６㎡ほか８筆、計９，８５６㎡です。

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光発電パネル１，５６９枚を３，９

１６．８８㎡に設置するものです。申請理由は記載のとおりで、契約内容は、

所有権移転の売買、農地区分は第２種農地です。 

議案書の４０ページをご覧ください。２番の調査書となっております。調査

書は各項目とも適正なものと判断されております。また、実情調査報告書が４

１ページから４６ページに載せてありますので、ご覧ください。 

また、現地の様子はご覧のとおりです。（モニター画面に投影） 

では、議案書１１ページをお開きください。 

３番、申請地は菅田町地内の田、３２４㎡です。施設の概要は一般住宅１棟

で、延床面積１１１．３８㎡を建築するものです。申請理由は、記載のとおり

で、契約内容は、所有権移転の売買、農地区分は第２種農地です。 

議案書の４７ページをご覧ください。３番の調査書となっております。調査

書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧のとお

りです。（モニター画面に投影） 

では、議案書１１ページにお戻りください。 

４番、申請地は菅田町地内の田、２９６㎡です。施設の概要は一般住宅１棟

で、延床面積１１５．９３㎡を建築するものです。申請理由は、記載のとおり

で、契約内容は、所有権移転の売買、農地区分は第２種農地です。 

議案書の４８ページをご覧ください。４番の調査書となっております。調査

書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧のとお

りです。先にご承認いただきました、４条の農業用通路の隣接地となります。

（モニター画面に投影） 

では、議案書１１ページにお戻りください。 

５番、申請地は大月町地内の畑、３１５㎡です。施設の概要は一般住宅１棟

で、延床面積１０４．３３㎡を建築するものです。申請理由は、記載のとおり

で、契約内容は、所有権移転の売買、農地区分は第２種農地です。 

議案書の４９ページをご覧ください。５番の調査書となっております。調査

書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧のとお

りです。（モニター画面に投影） 

では、議案書１１ページにお戻りください。 

続く６番から１１番までは、名草中町の第２種農地において、同一の譲受人

が、所有権移転の売買で、太陽光発電設備用地を目的とした申請となっていま

す。 

６番、申請地は名草中町地内の田、９．９１㎡ほか１筆、計１，７４４．９
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１㎡内に、太陽光発電パネル４００枚を６６８㎡に設置するものです。 

議案書の５０ページをご覧ください。６番の調査書となっております。調査

書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧のとお

りです。（モニター画面に投影） 

では、議案書１１ページにお戻りください。 

７番、申請地は名草中町地内の田、１，２７２㎡内に、太陽光発電パネル 

４００枚を６６８㎡に設置するものです。 

議案書の５１ページをご覧ください。７番の調査書となっております。調査

書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧のとお

りです。（モニター画面に投影） 

では、議案書１２ページをお開きください。 

８番、申請地は名草中町地内の田、３６㎡ほか２筆、計１，５７０㎡内に、

太陽光発電パネル４００枚を６６８㎡に設置するものです。 

議案書の５２ページをご覧ください。８番の調査書となっております。調査

書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧のとお

りです。（モニター画面に投影） 

では、議案書１２ページにお戻りください。 

９番、申請地は名草中町地内の田、１，２２９㎡内に、太陽光発電パネル 

４００枚を６６８㎡に設置するものです。 

議案書の５３ページをご覧ください。９番の調査書となっております。調査

書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧のとお

りです。（モニター画面に投影） 

では、議案書１２ページにお戻りください。 

１０番、申請地は名草中町地内の田、１，１５７㎡内に、太陽光発電パネル

３６０枚を６０１．２㎡に設置するものです。 

議案書の５４ページをご覧ください。１０番の調査書となっております。調

査書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧のと

おりです。（モニター画面に投影） 

では、議案書１２ページにお戻りください。 

１１番、申請地は名草中町地内の田、４２３㎡ほか１筆、計９７１㎡内に、

太陽光発電パネル２９２枚を４８７．６４㎡に設置するものです。 

議案書の５５ページをご覧ください。１１番の調査書となっております。調

査書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧のと

おりです。（モニター画面に投影） 

では、議案書１２ページにお戻りください。 

１２番、申請地は奥戸町地内の畑、４２０㎡ほか１筆、計９４１㎡です。施

設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光発電パネル２５５枚を４６４．１㎡

に設置するものです。申請理由は記載のとおりで、契約内容は、所有権移転の

売買、農地区分は第２種農地です。 



6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

では、議案書の５６ページをご覧ください。１２番の調査書となっておりま

す。調査書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧

のとおりです。（モニター画面に投影） 

では、議案書１３ページをお開きください。 

１３番、申請地は迫間町地内の田、２，９３０㎡ほか７筆、計１１，７４７

㎡のうち１１，５５４．４㎡です。施設の概要は駐車場用地で、昨年１０月２

１日付けで県の許可を得た農地の隣接地において、土地所有者の同意が得ら

れたことから、追加申請するものです。契約内容は賃借権の設定、８筆すべて

農振農用地です。１筆、「のうち」という表記になっておりますが、この筆に

は携帯電話の基地局が建っており、そのような表記となっております。 

議案書の５７ページをご覧ください。１３番の調査書となっております。調

査書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧のと

おりです。（モニター画面に投影） 

では、議案書１３ページにお戻りください。 

１４番、申請地は小俣町地内の田、１，１００㎡です。施設の概要は太陽光

発電設備用地で、太陽光発電パネル５４０枚を６６３．１６㎡に設置するもの

です。申請理由は記載のとおりで、契約内容は、所有権移転の売買、農地区分

は第２種農地です。 

では、議案書の５８ページをご覧ください。１４番の調査書となっておりま

す。調査書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧

のとおりです。（モニター画面に投影） 

では、議案書１４ページをお開きください。 

１５番、申請地は小俣町地内の田、９６５㎡のうち２９２．９５㎡です。施

設の概要は工事車両進入路用地で、１４番の太陽光を設置する際に、約２ヵ月

間、工事車両の通行のために使いたい、というものです。契約内容は、使用貸

借権の設定、農地区分は第２種農地です。 

議案書の５９ページをご覧ください。１５番の調査書となっております。調

査書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧のと

おりです。（モニター画面に投影） 

では、議案書１４ページにお戻りください。 

１６番、申請地は久保田町地内の畑、現況は宅地、１７５㎡です。施設の概

要は一般住宅敷地拡張で、延床面積１１．５９㎡の離れを建築するものです。

申請理由は、記載のとおりで、契約内容は、使用貸借権の設定、農地区分は第

２種農地です。 

議案書の６０ページをご覧ください。１６番の調査書となっております。調

査書は各項目とも適正なものと判断されております。現地の様子はご覧のと

おりです。（モニター画面に投影） 

以上、５条許可申請１６件です。よろしくご審議をお願いいたします。 

本件は先に１番を上程いたします。 
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会長 

 

推進委員 

本件は調査班が調査しておりますので、報告を求めます。 

７番本島委員。 

７番 本島です。 

実情調査の結果を報告いたします。 

資料の３０ページをご覧下さい。 

調査年月日は令和２年２月１６日、火曜日、午前９時から、調査班は柏瀬委

員を班長といたしまして、清水委員、岡村委員、長谷川会長、私の５名で調査

を行いました。 

調査対象、契約内容、申請理由については、事務局から説明がありましたの

で省略いたします。 

今回、５条許可申請の実情につきましては、申請地の現地確認と、申請人お

よび申請代理人の出席のもと、聞き取り調査を行いました。 

本件は、本市およびその周辺で太陽光発電事業を営む申請人が、事業拡大を

目的に、申請地を譲り受け、太陽光発電設備用地として利用したいというもの

です。 

日当たりなどの条件に適した本申請地を含め、１４筆、約９，５００平方メ

ートルが隣接する形で、７件の申請となっています。官地を払下げ、一体的に

農地を利用して高圧の発電所を整備しない理由として、キュービクルや電気

主任技術者の設置費用、経産省の事業認定にかかる時間などを勘案すると、低

圧で個々の申請とした方が、利益が見込めるとのことでした。 

転用費用は、７件分すべてを自己資金で賄い、売電単価は７件とも税抜き１

４円、本申請は年間約１４０万円の売電益となり、９年目には収支がプラスに

なる見込みです。 

公図と現況が一致しない農地については、公図のとおり官地を残すものの、

現況の水路も必ず残し、畦畔も形状を生かすとのことでした。申請人の他の事

業地において、水路周辺の草が繁茂しており、水路機能の維持という約束につ

いて言及したところ、メンテナンス業者を増やして対応したいとのことでし

た。また、本申請地の周辺は、優良農地であることを強調し、官地の払下げを

行って一体的に利用した方が、周辺農地への影響が少ないことを伝え、今後の

申請において検討するよう申し入れました。 

申請地は、東側は田、北側は田、西側は田、南側は宅地および雑種地で、水

路機能が維持されれば周辺農地への影響はないと考えます。 

結論として、申請地は、名草中町南部の第２種農地であり、申請人の実情か

ら、転用の必要性が認められ、別紙調査書の許可基準を満たしていることか

ら、調査班としては、許可相当と判断いたしました。  

以上で、報告を終わります。 

ただいま報告のあった本件について、担当地区推進委員から意見等ござい

ますか。 

意見はありません。 
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本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは本件を許可することにご異議ございませんか。 

【異議なし】 

異議なしと認め、議案第２号 １番はそのように決定いたしました。 

続いて２番を上程いたします。 

本件も調査班が調査しておりますので、報告を求めます。 

６番岡村委員。 

６番 岡村です。 

実情調査の結果を報告いたします。 

資料の４０ページをご覧下さい。 

調査年月日、調査班については、１番と同じです。 

また、調査対象、契約内容、申請理由については、事務局から説明がありま

したので省略いたします。 

今回、５条許可申請の実情につきましては、申請地の現地確認と、申請人お

よび申請代理人の出席のもと、聞き取り調査を行いました。 

本件は、首都圏を中心に全国で太陽光発電事業を営む申請人が、事業の拡大

のために、申請地を譲り受け、太陽光発電設備用地として利用したいというも

のです。 

事業の採算性を考慮すると３００キロワットを超える高圧の発電量が必要

で、日当たりが良く、周辺に住宅が少ないなどの条件を満たす土地として、本

申請地が適地だったとのことです。 

転用にかかる費用は、すべて自己資金で賄い、売電単価は税抜き１８円、年

間約１，７６５万円の売電収入となり、４年目には収支がプラスになる計画で

す。 

事業計画によると、申請地を５つのブロックに分け、ブロック内を盛土・切

土し、周囲に堰堤を設け、ブロック内で雨水を飲み込めるようにします。 

フェンスは、境界から約２メートル後退して設置し、フェンスの外側には植

栽を施します。国の畦畔と市の水路は、払下げを済ませており、申請農地９筆

を一体的に利用するため、周辺農地への影響はないものと思われます。 

申請地は土砂災害警戒区域に当たり、市の条例に基づく事前協議は終了し

ています。２０年間の売電という長期事業になるため、地元自治会から求めら

れれば、自治会への加入も行いたいとのことでした。 

申請地は、東側は県道、宅地および田、南側は水路、西側は市道、北側は田

となっています。転用によって進入できなくなる農地はありません。 

結論として、申請地は松田町南部の第２種農地であり、申請人の実情から、

転用の必要性が認められ、別紙調査書の許可基準を満たしていることから、調

査班としては許可相当と判断いたしました。  

以上で、報告を終わります。 
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会長 

 

１０番 

主査 

 

会長 

 

 

  

 

 

会長 

 

会長 
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会長 

 

ただいま報告のあった本件について、担当地区推進委員から意見等ござい

ますか。 

意見はありません。 

本件について、意見を求めます。 

１０番星野委員。 

全般的な話となるが、太陽光発電で音や熱の苦情はこれまであったか。 

着工前に第３者から音や熱が不安だという相談は時々あります。着工後の

苦情は特にきておりません。 

土砂災害警戒区域等の保全区域は市の再生可能エネルギー審議会で審査さ

れます。１haを超える案件は、事業区域の周囲に５mの緩衝帯を設置したり、

植栽をするなど、厳しい条件が付されることとなっています。農地法と市条例

で二重の チェックになっていることをご理解ください。 

他に意見はございませんか。 

【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【異議なし】 

異議なしと認め、議案第２号はそのように決定いたしました。 

続いて議案第３号 農地所有適格法人の承認についてを議題といたしま

す。 

事務局の説明を求めます。 

議案書１５ページをお開きください。議案第３号農地所有適格法人の承認

について、ご説明いたします。農地所有適格法人とは、農地の権利を有して農

地を耕作し、農業経営を行うことのできる法人のことをいいます。農地法にそ

の要件等が規定されており、農業委員会が審査をし、農地所有適格法人として

承認をすれば農地の取得等が可能となります。 

それでは１６ページをご覧ください。 

申請人の法人登記簿となっています。申請人は市内に本店を有する農業の

経営を主な目的とする資本金１００万円の株式会社で、今回農地所有適格法

人の承認申請が提出されましたので、２月１６日に開催された運営委員会に

おいて申請人からの実情調査を行い、必要な条件を満たしており、適格である

との判断をいただいております。 

議案書の６１ページをお開きください。 

運営委員会の資料を載せてあります。６１ページ右側に要件チェック表、６

２ページから６３ページに営農計画書、６４ページから６７ページに定款、６

８ページと６９ページに利用権設定申出書の写しを載せてありますのでご覧

ください。 

以上よろしくご審議をお願いします。 

本件は運営委員会が調査しておりますので、報告を求めます。 

１５番 遠藤委員。 
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１５番 運営委員長の遠藤です。 

農地所有適格法人について、運営委員会の実情調査結果を報告いたします。 

今回は、農地所有適格法人としての承認の申出に伴い、別添の資料にもとづ

きまして、代表者出席のもと実情調査を行いました。 

調査年月日は、令和３年２月１６日、火曜日、午後１時３０分から、運営委

員５名で調査を行いました。 

申出の内容、理由については、事務局から説明がありましたので省略いたし

ます。 

今回の実情調査で、市内でトマト栽培を中心とした農業経営を行っている

が、父親からの経営移譲を契機に、従業員への福利厚生の充実と若い方の雇用

促進を図るため法人を設立したので、農地所有適格法人として承認されたい

とのことでした。現在、父親が所有する福居町の農地６筆、合計約７，４０７

㎡を新たに法人で借り受けたい。トマト以外の作付けは考えていない。農協へ

主に出荷したい。ゆくゆくは自動販売機での直売等も検討したいとの話を聞

くことができました。 

また、農地所有適格法人の要件もすべて満たしていること、同社の営農への

強い意欲があることを確認いたしました。 

結果として、運営委員会といたしまして、同社を農地所有適格法人として承

認したいと考えています。 

以上で、報告を終わります。 

ただいま報告のあった本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件を承認することにご異議ございませんか。 

【異議なし】 

異議なしと認め、議案第３号はそのように承認いたしました。 

続いて議案第４号 農用地利用集積計画の決定についてを議題といたしま

す。 

事務局の説明を求めます。 

議案書の１７ページをお開きください。 

議案第４号、農用地利用集積計画の決定について、ご説明いたします。今回

は令和３年２月２６日公告分であります。 

それでは、議案書の１８ページをご覧下さい。今回の議案の総括表でありま

す。はじめに貸借権設定、利用権設定ですが、１２件で面積４２，５５２㎡で

す。詳細が１９ページから２１ページに記載されておりますのでご覧くださ

い。 

それでは１９ページをお開きください。申請番号１番については、さきほど

農地所有適格法人として承認されましたので、解除条件付一般法人のところ

を農地所有適格法人と修正いただきたくお願いいたします。 

続きまして、所有権移転です。１８ページをご覧下さい。今回２件で面積 



11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

会長 

 

会長 

 

 

主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

会長 

 

会長 

 

 

 

主幹 

 

 

 

 

 

３，３１７㎡です。続きまして２２ページをお開きください。 

１番、申請地は高松町地内の田、面積１，６７２㎡で、売買価格は８３万６

千円になります。 

続きまして２番、申請地は高松町地内の田、面積９９１㎡ほか１筆計１，６

４５㎡で、売買価格は８２万２千５００円です。 

いずれも審議の後、承認をいただきましたら、２月２６日付で公告の手続き

を行います。 

以上よろしくご審議をお願いいたします。 

本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件は計画のとおり決定することにご異議ございませんか。 

【異議なし】 

異議なしと認め、議案第４号はそのように決定いたしました。 

続いて議案第５号 農用地利用配分計画（案）の承認についてを議題といた

します。事務局の説明を求めます。 

議案書の２３ページをお開きください。 

議案第５号、農地中間管理事業関連、農用地利用配分計画（案）の承認につ

いて、ご説明いたします。令和３年３月３１日公告終了予定分です。 

２４ページをご覧ください。本議案の総括表となります。 

農地中間管理事業における、農用地利用配分計画（案）が、２件２筆、面積

２，７３７㎡です。詳細については、議案書２５ページに記載しております。

いずれも中間管理権設定済みの農地の耕作者変更です。ご審議をいただいた

後、その意見を付して、本計画（案）を栃木県農業振興公社へ提出することと

なります。 

以上、よろしくお願いします。 

本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件は計画（案）のとおり承認することにご異議ございませんか。 

【異議なし】 

異議なしと認め、議案第５号はそのように決定いたしました。 

以上で本日の議案審議全部を終了いたしました。 

続いて、報告事項 非農地証明願の処理経過について、事務局の報告を求め

ます。 

議案書の２６ページをお開きください。報告事項 非農地証明願の処理経

過について、ご説明いたします。 

１番、申請地は県町地内の畑、現況 宅地、面積２８㎡、願出の理由は、昭

和３１年に農業用倉庫を建築し、農家住宅敷地として一体的に利用している

で、受付の日付は令和３年２月５日、処理の日付は同じく２月８日です。現地

確認は事務局と長谷川会長で行っております。 
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以上報告いたします。 

ただいま事務局より報告のあった本件について、ご意見はございませんか。 

【意見なし】 

それでは、ご了承願います。 

なお、議案末尾に農地法第１８条第６項の規定による通知について載せて

おきましたので、ご承知おきください。 

慎重なるご審議をいただき、ありがとうございました。 

以上で、第９回足利市農業委員会総会を閉会いたします。 

【午前１０時４６分  閉会】 

 

 

 

この会議のてん末は、書記 本田未央子の記載したものであるが、その内容の相違ない

ことを証するためここに署名する。 

 

令和３年３月２５日 

 

足利市農業委員会 

２番委員 
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